
  

 

児童自ら学びを深める算数科授業の創造～一斉授業を軸とした協働的な学びや個別（最適）な学びの取組を通して～ 

「挑戦と創造」 学び深く 志高く 未来を拓く  

研修だより 
令和８年６月２５日 

世羅町立せらひがし小学校 

No.8 

 

令和８年度１学期 「きらりノート」を紹介！ 
各学年の子どもたちが、「思考の軌跡を残す」ノートづくりに取り組んでいます。 

 

～研修だより No.2 より～ 

 今年度のノート指導のキーワード 

 ノートを「黒板を写すもの」から「問題解決のために試行錯誤し、思考の軌跡を残すもの」

へと位置付けを変える。 

 つまり、児童が ①個別の時間において、自分の考え 

         ②協働の時間において、自分にはなかったもの（考え・表現方法） 

 をノートに自分から表現する。 

 

１学期の「きらりノート」を各学年で子どもたちに紹介し、よりよいノートづくりを目指し

ていきましょう。 

 

１年生 ２年生 

  

３年生 ４年生 

  



５年生 ６年生 

  

すずらん ひまわりA 

  

ひまわり B 職員室前の廊下に掲示しています！ 

  
 

 


